
聞
き
取
り
調
査
　 

エ
ト
ロ
フ
・
樺
太
抑
留
記
　 

新
潟
県
　
青
島
藤
太
　 

一
　
出
生
か
ら
入
隊

①
新
潟
市
に
お
い
て
大
正
八
年
出
生
。
新
潟
県
立
新
潟
商
業

学
校
（
現
新
制
高
校
）
卒
業
。
卒
業
後
逓
信
省
（
郵
政
省
）

に
奉
職
。

②
両
親
と
兄
三
人
、
弟
一
人
、
妹
一
人
、
計
八
人
家
族
。
私

は
四
男
。
昭
和
十
五
年
入
営
。

二
　
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
昭
和
十
九
年
召
集
で
仙
台
四
連
隊
に
入
隊
。
千
島
エ
ト
ロ

フ
島
に
移
駐
。
第
八
九
師
団
、
旅
団
、
独
歩
、
工
兵
隊
、

通
信
隊
、
病
院
等
。

三
　
ソ
連
軍
侵
攻

①
昭
和
二
十
年
エ
ト
ロ
フ
島
で
、
八
月
中
旬
頃
ソ
連
軍
が
上

陸
し
て
武
装
解
除
さ
れ
る
。

②
二
の
①
と
同
じ
配
置
。

四
　
終

戦

①
北
海
道
の
日
本
軍
か
ら
の
情
報
で
知
っ
た
。
特
に
混
乱
な

し
。

②
武
装
解
除
。

③
長
期
軍
歴
に
よ
り
現
地
除
隊
と
な
っ
た
が
、
北
海
道
か
ら

の
船
の
連
絡
が
な
く
、
現
地
の
漁
業
関
係
者
の
家
族
と
同

宿
し
て
い
た
。
ソ
連
軍
が
上
陸
後
、
前
軍
人
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
ソ
連
軍
に
抑
留
さ
れ
た
。
現
地
人
は
内

地
へ
送
還
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。



五
　
抑
留
地
の
生
活

①
エ
ト
ロ
フ
島
で
二
年
、
樺
太
で
一
年
抑
留
生
活
。

②
シ
ラ
ミ
発
生
予
防
の
た
め
、
衣
類
等
は
熱
湯
煮
沸
で
消
毒

し
、
頭
部
、
陰
部
の
毛
を
強
制
的
に
剃
ら
さ
れ
、
ソ
連
軍

医
の
検
査
が
あ
っ
た
。
抑
留
中
二
回
実
施
さ
れ
た
。
身
体

検
査
は
抑
留
中
三
回
く
ら
い
簡
単
な
検
査
。
お
尻
の
肉
の

強
弱
度
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
病
気
で
あ
っ
て
も
三
十
八

度
以
上
で
な
い
と
労
役
は
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

③
エ
ト
ロ
フ
島
で
五
百
人
く
ら
い
、

樺
太
で
八
百
人
く
ら
い
。

六
　
労

役

①
道
路
作
業
、
建
築
作
業
、
砕
石
作
業
、
船
の
荷
役
作
業
、

木
材
の
伐
採
作
業
、
山
か
ら
木
材
を
川
に
沿
っ
て
麓
ま
で

の
搬
送
作
業
等
。

②
ノ
ル
マ
達
成
主
義
で
、
時
間
よ
り
ノ
ル
マ
達
成
の
重
点
主

義
だ
っ
た
。

③
達
成
し
な
い
場
合
は
午
後
十
時
ご
ろ
ま
で
作
業
し
、
未
達

成
の
場
合
は
翌
日
の
ノ
ル
マ
に
上
積
み
さ
れ
た
。
達
成
し

た
場
合
は
帰
隊
し
収
容
所
に
帰
っ
た
。

④
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
省
略
し
、
外
面
上
達
成
し
た
よ
う
に

見
せ
か
け
、
要
領
よ
く
作
業
し
た
。

⑤
空
腹
と
寒
さ
が
体
力
消
耗
で
一
番
身
に
沁
み
た
。

七
　
抑
留
者
の
統
制
管
理

①
特
に
基
準
は
な
か
っ
た
が
、
経
験
者
は
優
先
し
て
そ
の
作

業
を
し
た
。
そ
の
他
は
ロ
シ
ア
側
の
指
示
に
よ
っ
て
作
業

し
た
。

②
①
と
ほ
ぼ
同
じ
。

③
病
気
以
外
は
特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

④
自
分
自
身
で
管
理
す
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
。

⑤
作
業
の
監
視
は
厳
し
か
っ
た
。

⑥
支
給
は
少
な
く
、
寒
さ
の
予
防
に
つ
い
て
、
毛
布
な
ど
を

切
っ
て
身
に
ま
と
い
、
靴
下
の
代
用
と
し
て
使
用
し
た
。

⑦
一
応
三
食
支
給
さ
れ
た
が
、
質
量
と
も
少
な
く
、
黒
パ
ン

一
片
と
塩
汁
の
み
で
あ
っ
た
。
肉
、
野
菜
は
ほ
と
ん
ど
な

し
。
時
計
や
被
服
等
を
ソ
連
兵
と
パ
ン
、
タ
バ
コ
な
ど
と

交
換
し
た
。
ソ
連
兵
の
希
望
す
る
品
物
を
作
製
し
て
パ
ン

な
ど
と
交
換
。
荷
役
作
業
の
際
、
食
料
品
を
盗
ん
で
食
事

の
代
用
と
し
た
。

⑧
一
週
間
に
一
回
く
ら
い
で
、
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
碁
、



将
棋
、
花
カ
ル
タ
等
で
過
ご
し
た
。

⑨
倉
庫
、
草
で
収
容
所
を
作
製
、
三
角
兵
舎
な
ど
で
あ
っ
た
。

衛
生
状
態
は
不
良
。
狭
い
た
め
就
寝
時
の
寝
床
の
幅
が
五

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
、
み
ん
な
で
密
着
し
て
就

寝
し
た
。
寒
く
て
安
眠
で
き
な
か
っ
た
。

⑩
夕
食
後
二
時
間
く
ら
い
、
政
治
係
将
校
に
よ
っ
て
日
本
語

で
赤
化
思
想
教
育
が
行
わ
れ
た
。

⑪
特
に
な
か
っ
た
。

⑫
草
ぶ
き
の
収
容
所
（
樺
太
）
で
火
災
を
発
生
さ
せ
て
、
責

任
者
は
一
週
間
営
倉
へ
入
所
し
た
。

八
　
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態
に
お
け
る
意
識

①
一
日
も
早
い
ダ
モ
イ
の
気
持
ち
を
自
覚
し
、
精
神
力
と
気

力
で
生
活
し
て
い
た
。
人
間
的
な
扱
い
で
は
な
く
、
虐
待

に
ひ
と
し
い
重
労
働
で
あ
っ
た
。

②
希
望
を
持
っ
て
必
ず
ダ
モ
イ
ま
で
我
慢
の
一
言
で
あ
っ
た
。

さ
も
な
け
れ
ば
死
に
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

③
健
康
保
持
に
充
分
注
意
し
、
就
寝
時
間
が
最
高
の
楽
し
み

で
あ
っ
た
。
常
に
信
仰
心
を
持
っ
た
。

九
　
帰

還

①
樺
太
の
真
岡
収
容
所
で
知
っ
た
。

②
樺
太
の
古
屯
か
ら
汽
車
で
真
岡
収
容
所
へ
。

③
乗
船
は
円
滑
で
あ
っ
た
が
、
乗
船
後
下
船
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
出
港
す
る
ま
で
不
安
だ
っ
た
。

④
日
本
船
の
乗
務
員
の
温
か
い
も
て
な
し
で
、
嬉
し
く
感
謝

し
た
。「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
を
聴
き
楽
し
か
っ
た
。

⑤
函
館
へ
の
上
陸
は
昭
和
二
十
三
年
九
月
六
日
。

十
　
帰
国
後
の
生
活

①
帰
宅
後
、
健
康
診
断
を
受
け
約
一
カ
月
間
休
養
し
、
職
場

復
帰
し
た
。
南
方
従
軍
、
北
方
移
駐
、
抑
留
等
の
約
十
年

間
の
軍
隊
生
活
で
、

職
場
復
帰
の
順
応
に
大
変
苦
労
し
た
。

②
帰
国
後
、
連
合
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、
約

一
週
間
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
内
容
は
主
と
し
て
、
千
島
、

樺
太
在
所
中
の
土
地
に
つ
い
て
、
ソ
連
の
軍
備
配
備
状
況

に
つ
い
て
、
書
類
に
図
示
し
て
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
帰
国
後
約
一
年
間
く
ら
い
の
間
、
特
高
警
察
に

よ
り
家
庭
訪
問
、
赤
化
思
想
に
つ
い
て
私
の
考
え
方
を
聴

取
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
安
泰
と



な
り
、
生
活
も
順
調
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
の
人
生
の
中
で
の
南
方
従
軍
（
特
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

島
の
戦
闘
参
加
）
と
ソ
連
抑
留
の
辛
苦
は
、
一
生
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
出
来
事
で
あ
る
。

ソ
連
抑
留
記
　 
千
葉
県
　
白
駒
政
夫
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
我
々
は
横
道
河
子

で
武
装
解
除
さ
れ
牡
丹
江
に
集
結
さ
せ
ら
れ
た
。
一
個
大
隊
二

千
名
ず
つ
編
成
の
上
、
五
個
大
隊
で
ソ
連
の
命
令
に
よ
り
、
近

く
の
鉄
道
の
駅
ま
で
行
軍
が
行
わ
れ
た
。
数
日
後
到
着
し
た
と

こ
ろ
は
ニ
コ
リ
ス
ク
地
区
で
あ
っ
た
。

そ
こ
が
第
二
集
結
地
で
あ
り
、
収
容
所
は
天
幕
作
り
の
簡
単

な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
ソ
連
の
給
食
を
受
け
た
が
、
ほ

ん
の
少
量
で
腹
が
減
り
、
全
く
困
っ
た
こ
と
で
し
た
。
小
さ
い

黒
パ
ン
と
ス
ー
プ
だ
け
で
は
日
本
人
の
空
腹
を
満
た
し
て
く
れ

な
か
っ
た
。

一
夜
明
け
た
朝
、
点
呼
が
行
わ
れ
た
。
早
速
ソ
連
軍
の
命
令

で
、
作
業
区
分
ご
と
に
班
の
編
成
が
行
わ
れ
た
。
農
場
に
行
く

者
、
貨
車
の
積
み
下
ろ
し
、
大
工
作
業
、
そ
の
他
炭
鉱
に
行
く

者
な
ど
多
種
多
様
。
私
は
炭
鉱
作
業
に
回
さ
れ
た
。
初
め
は
炭

鉱
に
入
る
と
山
鳴
り
が
し
て
こ
わ
か
っ
た
が
、
数
日
後
に
は
慣

れ
て
不
安
な
が
ら
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
業
は
一

日
三
交
代
で
、
一
交
代
は
八
時
間
勤
務
で
あ
っ
た
。
作
業
も
大

変
だ
が
、
食
糧
の
配
給
が
少
な
い
の
が
一
番
困
っ
た
。
一
カ
月

ぐ
ら
い
す
る
う
ち
、
病
人
も
多
数
出
始
め
た
。
栄
養
失
調
と
い

う
病
気
が
多
か
っ
た
。
炭
鉱
も
二
、
三
カ
月
す
る
と
抗
外
作
業

者
と
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。

農
場
作
業
に
も
回
さ
れ
た
が
、
秋
は
馬
鈴
薯
掘
り
も
行
わ
れ
、

空
腹
の
た
め
、
現
場
で
生
で
薯
を
か
じ
り
空
腹
を
凌
ぐ
日
が
続

い
た
。
食
べ
て
も
う
ま
く
は
な
か
っ
た
が
仕
方
が
な
か
っ
た
。

夜
収
容
所
に
帰
り
、
夕
食
後
し
ん
み
り
と
し
た
こ
ろ
は
毎
日
祖

国
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
ほ
ん
と
う
に
我
々
は
日
本
へ
帰
れ

る
の
か
ど
う
か
大
変
に
心
配
で
あ
り
、
頭
が
お
か
し
く
な
り
、

か
と
い
っ
て
自
決
す
る
の
も
考
え
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
強

制
労
働
と
不
安
の
続
く
う
ち
、
つ
い
に
四
年
が
過
ぎ
た
。
自
分




